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（
国
土
強
靭
化･

社
会
資
本
整
備
を
着
実
に
推
進
し
、 

地
域
建
設
業
が
そ
の
社
会
的
使
命
を
こ
れ
か
ら
も
果
た
し
て
い
く
た
め
に
） 
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地
域
建
設
業
は
、
地
域
の
社
会
資
本
の
整
備
や
維
持
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
発
生
時
に
は
最
前
線
で
災

害
対
応
を
担
う
「
地
域
の
守
り
手
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
経
済
と
雇
用
の
下
支
え
を
す
る
地
域
の
基
幹

産
業
で
も
あ
り
ま
す
。 

近
年
の
地
域
建
設
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
公
共
建
設
投
資
の
下
げ
止
ま
り
や
設
計
労
務
単
価
の
引
上
げ

等
に
よ
り
、
全
体
と
し
て
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
や
円
安
に

よ
り
、
内
外
経
済
の
先
行
き
が
不
透
明
に
な
っ
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、
民
間
建
設
投
資
の
冷
え
込
み
、
資

機
材
価
格
の
高
騰
・
品
薄
の
影
響
等
に
よ
っ
て
、
地
域
建
設
業
に
も
深
刻
な
影
響
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
今
年
も
豪
雨
、
台
風
の
襲
来
等
の
大
規
模
な
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
、
自
然
災
害
の
激
甚

化
・
頻
発
化
の
傾
向
は
顕
著
で
あ
り
、
さ
ら
に
切
迫
す
る
地
震
災
害
へ
の
対
応
も
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

私
ど
も
全
国
建
設
業
協
会
で
は
、
従
来
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
へ
の
防
災
・
減
災
対
策
を
最
優
先

か
つ
喫
緊
の
課
題
と
捉
え
、
国
土
強
靭
化
に
寄
与
す
る
社
会
資
本
整
備
の
重
要
性
、
緊
急
性
を
訴
え
て
き
ま

し
た
。 

地
域
の
安
全
・
安
心
を
担
う
地
域
建
設
業
が
、
そ
の
社
会
的
使
命
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ
り
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健
全
で
安
定
し
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
経
営
を
続
け
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、「
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靭
化
の
た
め
の
五
か
年
加
速
化
対
策
」
を
含
め
、
安
定
的
・
持
続
的
な
事
業
量
の
確
保
が
必
要
不
可
欠
と

な
り
ま
す
。 

な
お
、
一
部
で
、
公
共
事
業
予
算
に
お
い
て
四
兆
円
を
超
え
る
繰
越
額
が
発
生
し
た
こ
と
が
問
題
で
あ
る

か
の
報
道
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
本
来
当
初
予
算
で
計
上
す
べ
き
国
土
強
靭
化
予
算
が
補
正
予

算
で
計
上
さ
れ
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
建
設
業
界
の
施
工
余
力
に
全
く
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
担
い
手
確
保
に
つ
い
て
は
、
本
会
で
は
、
新
３
Ｋ(

給
与
、
休
暇
、
希
望)

＋
Ｋ(

か
っ
こ
い
い)

の

実
現
に
向
け
、
再
来
年
に
迫
っ
た
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
適
用
を
踏
ま
え
た
「
２
＋
３
６
０
（
ツ
ー
プ

ラ
ス
サ
ン
ロ
ク
マ
ル
）
運
動
」、
技
能
者
の
概
ね
三
％
賃
上
げ
運
動
、
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
、
Ⅾ
Ｘ
、
広
報
活
動
等
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
公
共
工
事
等
の
発
注
者
側
の
理
解
と
連
携
・
協
力
が
必
須
で

あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
と
し
て
、
本
会
は
、
本
年
十
月
に
、
全
国
九
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
、
地
域
懇
談

会
・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
催
し
、
そ
の
総
意
と
し
て
、
左
記
の
と
お
り
意
見
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
諸
事

情
を
ご
賢
察
の
上
、
そ
の
実
現
に
特
段
の
ご
理
解
と
ご
配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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記 

 
一
、 
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、
国
民
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
強
靭
な
国
土
づ
く
り
と
地
域
経
済
の
活
性
化
、
地
方
創
生
の
た
め
の
社
会
資
本
整
備
を
着
実
に
推

進
す
る
た
め
、
令
和
五
年
度
予
算
に
お
い
て
、
今
年
度
を
上
回
る
公
共
事
業
関
係
費
を
確
保
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
過
日
閣
議
決
定
さ
れ
た
、
公
共
事
業
費
を
含
む
今
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
そ
の
早
期
成

立
及
び
早
期
執
行
を
図
る
こ
と
。 

活
力
あ
る
地
方
創
生
の
た
め
、
地
方
に
公
共
事
業
予
算
を
重
点
配
分
す
る
こ
と
。 

 

二
、 

特
に
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
五
か
年
加
速
化
対
策
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
度

以
降
の
予
算
に
お
い
て
は
、
当
初
予
算
化
を
含
め
て
必
要
額
を
別
枠
で
確
保
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
現
行
の
五
か
年
加
速
化
対
策
後
も
、
中
長
期
的
か
つ
明
確
な
見
通
し
の
下
、
継
続
的
・
安
定
的

な
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
。
こ
の
場
合
、
国
土
強
靭
化
法
の
改
正
を
含

め
、
例
え
ば
、
五
か
年
ご
と
の
中
長
期
的
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
と
予
算
措
置
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
仕
組
み
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等
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
。 

 
三
、 
資
材
価
格
の
高
騰
に
よ
る
地
域
建
設
業
の
経
営
の
悪
化
を
防
ぐ
た
め
、
公
共
工
事
に
お
い
て
、
直
近

の
実
勢
価
格
を
予
定
価
格
に
適
切
に
反
映
す
る
こ
と
。
契
約
後
の
資
材
価
格
高
騰
に
対
し
て
は
、
ス
ラ
イ

ド
条
項
の
運
用
や
設
計
変
更
で
の
適
切
な
対
応
を
図
る
こ
と
。 

ま
た
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
へ
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

円
滑
な
価
格
変
更
に
資
す
る
「
長
に
よ
る
専
決
処
分
」
の
議
決
を
進
め
る
こ
と
。 

ス
ラ
イ
ド
条
項
に
つ
い
て
は
、
手
続
の
簡
素
化
を
図
る
と
と
も
に
、
受
注
者
負
担
の
軽
減
の
た
め
運
用

の
改
善
（
例
え
ば
、
単
品
ス
ラ
イ
ド
の
品
目
類
ご
と
の
対
象
工
事
費
の
一
％
の
足
切
り
、
対
象
工
事
費
又

は
残
工
事
費
の
一
％
又
は
一
・
五
％
の
控
除
等
の
見
直
し
）
を
図
る
こ
と
。 

さ
ら
に
、
民
間
発
注
者
に
対
し
て
も
、
資
材
価
格
の
急
騰
に
伴
う
価
格
変
更
協
議
に
応
じ
る
よ
う
、
指

導
す
る
こ
と
。 

 

四
、 

再
来
年
に
迫
っ
た
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
適
用
に
向
け
、
予
算
の
繰
越
手
続
、
債
務
負
担
行
為
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の
活
用
等
に
よ
る
施
工
時
期
の
平
準
化
、
休
日
・
準
備
期
間
・
天
候
等
を
考
慮
し
た
適
正
な
工
期
の
設

定
、
用
地
取
得
や
関
係
機
関
協
議
の
調
っ
た
後
で
の
精
度
の
高
い
設
計
に
基
づ
く
発
注
等
に
取
り
組
む
こ

と
。 ま

た
、
週
休
二
日
制
の
普
及
を
進
め
る
た
め
、
週
休
二
日
制
工
事
の
拡
充
・
普
及
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、
休
日
が
増
え
て
も
労
働
者
の
減
収
と
な
ら
な
い
よ
う
、
補
正
係
数
の
引
上
げ
等
を
行
う
こ
と
。 

さ
ら
に
、
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
夏
場
の
作
業
効
率
の
低
下
に
対
応
し
、
熱
中
症
対
策
費
の
計
上
、

工
期
の
延
長
等
に
取
り
組
む
こ
と
。 

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
、
特
に
市
町
村
に
も
徹
底
を
図
る
こ
と
。 

併
せ
て
、
中
央
建
設
業
審
議
会
が
勧
告
し
た
「
工
期
に
関
す
る
基
準
」
に
つ
い
て
、
民
間
発
注
者
を
含

む
全
て
の
発
注
者
に
対
し
て
周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
著
し
く
短
い
工
期
と
な
っ
て
い
る
発
注
者
に
対

し
実
効
性
の
あ
る
措
置
を
と
る
こ
と
。 

 

五
、 

技
能
者
の
賃
上
げ
の
た
め
、
設
計
労
務
単
価
の
更
な
る
引
上
げ
を
行
う
こ
と
。
こ
の
場
合
、
全
国
統

一
の
設
計
労
務
単
価
に
よ
る
地
域
間
格
差
の
解
消
を
念
頭
に
入
れ
つ
つ
、
調
査
や
決
定
方
法
、
予
算
決
算
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及
び
会
計
令
の
規
定
等
の
見
直
し
も
含
め
検
討
す
る
こ
と
。 

技
術
者
等
の
賃
上
げ
の
た
め
、
現
場
管
理
費
及
び
一
般
管
理
費
の
引
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
、
積
算
に

お
け
る
別
枠
計
上
を
検
討
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
総
合
評
価
落
札
方
式
に
お
け
る
賃
上
げ
加
点
措
置
に
つ
い
て
は
、
受
注
の
成
否
等
に
よ
り
賃
上

げ
の
原
資
と
な
る
利
益
が
変
動
す
る
建
設
業
の
特
性
に
鑑
み
、
賃
上
げ
の
実
績
を
事
後
に
評
価
す
る
こ
と

や
複
数
年
で
評
価
す
る
こ
と
等
、
経
営
実
態
に
即
し
た
柔
軟
な
運
用
を
検
討
す
る
こ
と
。 

 

六
、 

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
同
シ
ス
テ
ム
が
技
能
者
の
処
遇
改
善
に
つ
な
が
る

道
筋
を
早
急
に
明
確
化
す
る
こ
と
。
こ
の
た
め
、
カ
ー
ド
タ
ッ
チ
と
カ
ー
ド
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
の
リ
ン

ク
、
カ
ー
ド
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
応
じ
た
設
計
労
務
単
価
の
引
上
げ
等
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
伴
う
処
遇

ア
ッ
プ
策
の
具
体
化
に
取
り
組
む
こ
と
。 

ま
た
、
中
小
規
模
の
建
設
現
場
で
も
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
現
場
管
理
が
メ
リ
ッ
ト
と

な
る
よ
う
、
シ
ス
テ
ム
・
制
度
の
改
善
を
進
め
る
こ
と
。 

さ
ら
に
、
加
入
企
業
、
登
録
技
能
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
登
録
、
機
器
導
入
等
に
つ
い
て
の
公
共
工
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事
の
積
算
計
上
・
国
費
等
で
の
助
成
・
税
制
上
の
優
遇
措
置
、
登
録
手
続
の
簡
素
化
等
を
行
う
こ
と
。 

 
七
、 
地
域
建
設
企
業
が
健
全
で
安
定
的
な
経
営
を
続
け
る
た
め
、
新
・
担
い
手
三
法
及
び
そ
の
趣
旨
並
び

に
「
発
注
関
係
事
務
の
運
用
に
関
す
る
指
針
」
を
、
全
て
の
公
共
工
事
発
注
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ

と
。 特

に
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
の
排
除
の
た
め
、
低
入
札
価
格
調
査
基
準
及
び
最
低
制
限
価
格
の
上
限
枠
の

引
上
げ
と
計
算
式
の
見
直
し
な
ど
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
の
強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
同
対
策
の
市
町

村
へ
の
徹
底
を
図
る
こ
と
。 

地
域
に
密
着
し
た
建
設
企
業
に
よ
る
円
滑
な
施
工
が
望
ま
し
い
維
持
管
理
工
事
や
災
害
復
旧
工
事
等
に

つ
い
て
は
、
適
切
な
地
域
要
件
の
設
定
や
随
意
契
約
等
を
積
極
的
に
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
地
域
建
設
企

業
の
受
注
機
会
の
拡
大
を
図
る
こ
と
。 

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
い
て
は
、
労
務
や
資
機
材
等
の
価
格
の
高
止
ま
り
や
施
工
環
境
が
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
復
興
係
数
等
の
被
災
地
特
例
施
策
に
つ
い
て
は
、
継
続
又
は
段

階
的
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。 
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八
、 

全
国
の
現
場
で
の
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
、
中
小
建
設
企
業
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
普
及
と
Ｂ
Ｉ
Ｍ

／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
導
入
に
向
け
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
対
象
工
事
の
拡
大
、
人
材
育
成
、
建
機
・
関
係
設
備
導
入
に
係
る

支
援
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
小
規
模
工
事
を
含
め
た
積
算
基
準
の
見
直
し
等
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
を
推
進
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
遠
隔
臨
場
に
よ
る
監
督
・
検
査
や
受
発
注
者
間
の
Ａ
Ｓ
Ｐ
方
式
に
よ
る
現
場
情
報
共
有
等
、
更

な
る
Ｄ
Ｘ
化
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
。 

さ
ら
に
、
工
事
書
類
の
更
な
る
標
準
化
・
簡
素
化
と
都
道
府
県
、
市
町
村
等
を
含
む
公
共
発
注
機
関
の

書
式
の
統
一
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
建
設
業
法
、
労
働
安
全
衛
生
法
、
道
路
交
通
法
等
に
お
け
る
提
出

書
類
の
簡
素
化
に
取
り
組
む
こ
と
。 

 

九
、 

本
年
成
立
し
た
盛
土
規
制
法
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
、
土
石
の
堆
積
に
も
広
く
知
事
に
よ
る
許
可
制

が
敷
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
政
省
令
・
運
用
基
準
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
建
設
工
事
の
円
滑

な
施
工
に
支
障
の
な
い
よ
う
、
建
設
業
者
に
よ
る
建
設
残
土
の
一
時
仮
置
き
へ
の
適
切
な
適
用
除
外
、
安
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全
を
図
り
つ
つ
も
過
剰
規
制
と
な
ら
な
い
区
域
指
定
・
許
可
の
基
準
等
を
定
め
る
こ
と
。 

 
十
、 
公
共
工
事
標
準
請
負
契
約
約
款
に
お
け
る
、
災
害
関
連
工
事
以
外
の
工
事
に
お
い
て
「
不
可
抗
力
」

に
よ
り
生
じ
た
損
害
額
に
つ
い
て
の
、
受
注
者
に
よ
る
請
負
代
金
額
の
一
％
負
担
を
撤
廃
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
災
害
時
の
応
急
復
旧
活
動
中
に
発
生
し
た
労
働
災
害
に
つ
い
て
、
公
的
補
償
措
置
を
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
そ
の
発
生
に
よ
り
入
札
や
保
険
掛
金
等
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。 

さ
ら
に
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
が
連
携
し
た
一
元
的
・
包
括
的
な
指
示
の
実
現
、
広
域
支
援
体
制

の
整
備
等
、
災
害
緊
急
対
応
の
円
滑
化
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
機
関
と
建
設
企
業
が
災
害
情
報
を
共
有

で
き
る
シ
ス
テ
ム
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
。 

除
雪
作
業
に
つ
い
て
、
試
行
中
の
少
雪
時
の
固
定
費
積
算
計
上
を
恒
常
化
す
る
と
と
も
に
、
試
行
結
果

を
検
証
し
、
必
要
に
応
じ
て
更
な
る
拡
充
を
進
め
る
こ
と
。 

 

十
一
、
地
域
建
設
業
は
、
災
害
発
生
時
に
は
、
誰
よ
り
も
先
に
現
場
へ
駆
け
付
け
、
二
次
災
害
の
危
険
の
あ
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る
中
、
昼
夜
を
問
わ
ず
道
路
啓
開
な
ど
の
初
動
か
ら
対
応
に
当
た
り
、
災
害
現
場
の
最
前
線
で
重
要
な
役

割
を
果
た
す
「
地
域
の
守
り
手
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
自
衛
隊
や
警

察
・
消
防
ば
か
り
で
、
地
域
建
設
業
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。 

こ
の
た
め
、
「
地
域
の
守
り
手
」
で
あ
る
地
域
建
設
業
の
災
害
発
生
時
の
（
か
っ
こ
い
い
）
活
躍
が
広

く
国
民
に
周
知
さ
れ
る
よ
う
、
例
え
ば
、
国
土
交
通
省
の
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
広
報
班
が
自
省
職
員
の
み
な

ら
ず
、
地
域
建
設
企
業
の
復
旧
作
業
に
取
り
組
む
姿
を
撮
影
・
広
報
す
る
、
災
害
協
定
に
お
い
て
、
発
注

者
に
よ
る
出
動
し
た
建
設
企
業
の
撮
影
・
広
報
に
つ
い
て
も
規
定
す
る
等
、
官
民
が
連
携
し
て
積
極
的
な

広
報
に
取
り
組
む
こ
と
。 

こ
の
ほ
か
、
社
会
資
本
整
備
や
災
害
対
応
等
の
地
域
建
設
業
の
役
割
の
周
知
が
、
若
年
者
及
び
女
性
の

入
職
促
進
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
、
様
々
な
広
報
戦
略
を
検
討
す
る
こ
と
。 

 

十
二
、
地
域
建
設
業
へ
の
若
手
技
術
者
等
の
入
職
の
母
体
と
な
る
建
築
・
土
木
系
学
科
の
高
校
等
に
お
け
る

維
持
・
拡
充
に
向
け
て
、
産
学
官
の
連
携
に
よ
り
取
り
組
む
こ
と
。 
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岐
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岡
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一
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社
団
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会
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一
般
社
団
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人 
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建
設
業
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会
長 

友 

岡 

孝 

幸 

一
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社
団
法
人 
宮
崎
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

藤 

元 

建 

二 

一
般
社
団
法
人 
鹿
児
島
県
建
設
業
協
会 

会
長 

藤 

田 
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一
般
社
団
法
人 
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縄
県
建
設
業
協
会 

 

会
長 

津 

波 

達 

也 

 


